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論文内容の要旨

研究目的

救急医療に関係の深いショッグについてはこれまで

に幾多の成果が挙げられている.しかしながら未だに

不幸な転帰を来す例が少なくない.

大量の消化管出血を繰り返す場合，または外傷で一

度止血に成功した後に再出血を来す場合など，従来の

脱血後一定時間低血圧を持続するショックモデノレで

は，臨床の実際に合わないので、新しいショックモデル

を考案した.すなわち脱血により低血圧を短時間持続

し，その後還血し，短時間持続し再び脱血するという

操作を数回繰り返す間歌的出血性ショックモデルであ

る. このそデノレを用いて，ショックから脱するために

組織の酸素消費を抑える低体温法を応用し，その有効

性について検討した.

実験方法

雑種成犬Cl 2-18kg) を約40 頭用い，静脈麻酔下，

気管内挿管人工呼吸にて，基礎実験として間歌的出血

性ショッグの脱血回数の決定を行ない，この方法を用

いて本実験として体温自動コントロール，表面冷却加

温装置を使用した軽度低体温 (31"C) の応用実験を行

なった.

1)基礎実験:大腿動脈より急速脱血し平均動脈圧

を40mmHg とし，低血圧を30 分間持続し，その後還血

し30 分間持続し，同様の操作を死に致るまで繰り返し

た.同じ実験にて脱血後低血圧の持続時間を 60 分間と

した場合，常温の場合および低体温の場合について検

討した.

2) 本実験:常温群と低体温群に分け，常温群は
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シヨヅク後 Hydrocortisone (以下 HDC とする) 30 

mg!kg 使用群，ショック前 Phenoxybenzamine( 以下

POB とする) 1mg!kg 使用群およびショック後 POB

使用群の 3群とし，低体温群はショック前冷却 HDC

ショック後使用群，ショック前冷却 POB ショッグ前

使用群，ショック後冷却 HDC ショック後使用群，

ショック後冷却 POB ショック後使用群の 4群とし，

各群の実験において生存期間，動静脈血の pH ， P0 2， 

PC0 2， Base Excess を測定した.

実験結果および結論

1)間歌的出血性ショ y クモデルは，脱血後低血圧持

続時間，回数を常温，低体温で検討し，脱血後低血圧

持続時間60 分，還血後持続時間30 分，脱血後低血圧回

数 3固とした.

2) 実験犬の生存時間は，常温群では最長12 時間で，

他は全例12 時間以内に死亡した.これに反し低体温群

では24 時間以上生存が20 頭中 6頭(生存率 30%) あり，

24 時間未満死亡例の平均生存時間も延長している.

3) 死亡例から検討した不可逆性ショックに入る範

囲は，動静脈血炭酸カ守ス較差は30mmHg 以上， Base 

Excess は-20mEq!l 以下， pH は6.9 以下であった.

4) HDC ， POB 投与例では，出血性ショック前より

冷却， POB 投与群の生存率が最も高かった.

以上の実験結果より，間歌的出血シヨヅグにおいて

は表面冷却軽度低体温法は生命延長の効果が大であ

り， HDC よりも POB を併用した場合に最も生存率が

高いことを認めた.
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論文審査の要旨

救急医療の実際からみて，繰り返す消化管の大量出血あるいは外傷後の再出血などに伴うショッグ

の対策は甚だ重要である.これに対して，著者は脱血と還血を繰り返す間歌的出血性モデル犬を作成

し，これに対して表面冷却軽度低体温を用いた場合の効果を検討したところ，長期生存を含む有効な

結果を得た.

本研究は外科臨床上寄与する所大きく，学術上価値あるものと認める.
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